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1．　脳の構造
　無限の潜在力を秘めて，「魔法の織機」にたとえられる人間の脳，人は誰
でも親から与えられた脳の実体（男子の成人で，1，350～1，400グラム，女
1，200～1，250グラム）を，脊髄に続く脳幹によって支えられている（図1）。
　脳（brain）は頭蓋骨の中にある中枢神経系のことで，上から大きく大
脳半球（同形の左右両半球，right　hemisphere　and　left　hemisphere）の
表面の大脳皮質がかぶさるようにみられ，後方（向って右）に小脳（cere－
bellum）がせり出し，その下に前記の脳幹，脊髄が続いている（図2）。
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図3　ヒトの脳の正中断
、　　　　　　　噛
　　　／　；　　　　　／辺縁皮質（系）
　　　ズ　　ノ　　　　　　　　　　　脳梁
　　　　　　　　　　　視床　　　　、
只ノケ
、！
嗅葉
貫乞
・＄
＿ 撫部）・脳
　　　　　松果体
　　コ、へ@．・謝四礁
　の雨ナー一一小脳
　　　　　　中脳　　僑　　延髄
　　　　　　　　　　　　角田忠信ア日本人の脳』．より
　そして，脳を正中断に真向から切った所を左側から眺めたものが図3
で，間脳とそれに続く脳幹の部分（それは中脳・橋・延髄より成る）がそ
の位置をよく示す。さらに図4は，前頭断にして，脳を図3と垂直方向に
切り，前から眺めたところである。間脳（interbrain）は大脳（cerebrum）
の中央部にあり，その主要部位は視床で，多くの神経線維がここから大脳
皮質に中継されている。
　脳の働きの統合作用の中心は大脳皮質にあるが，大脳表面の新皮質は厚
さ2．5ミリで約140億の神経細胞があり，この新皮質の内側に，旧皮質と
古皮質からなる辺縁皮質（系）があって（図3），これら二重の皮質が脳
幹を包む形になっている。
　さらに，断片的な記述であるが，各部所の活動（機能）についてみる
と，脳幹を取りまく深層の辺縁系は，「本能」と「情動」の座といわれ，
これに対する表層の新皮質は思考・知性など高等機能をつかさどり，学習
により経験を積み，変転する外部環境への適応能力のコントロールを行
う。とくに，人間にあっては，前頭葉の発達が著しく，思考，創造，情操
などの「精神の座」ともいわれ，未来に向っての目標設定，価値実現，創
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造行為の心の座といわれている。
　前出の間脳であるが，これは第三脳室と呼ばれる部門で，前脳胞の下部
に当る。そして，これは視床，視床下部，視神経，網膜，下垂体後葉を形
成する。
　同じく前出の小脳は，精神活動をコントロールするものではなく，運動
の発現・停止，姿勢の調節に重要な機能を生じさせ，筋肉を調整し，目や
手足の運動をさせる。
　左右両半球を結ぶ脳梁（のうりょう・corpus　callosum），これは約2億
本の結束状の神経線維からなっている（図4）。この脳梁を通して，両半球
は相互にコミュニケーションされる。実は秒当り約20のインパルスを運ぶ
のであるが，この脳梁機能によって，両半球機能は完全化されるのであるP。
　　人間の脳にあって，脳梁がとくによく発達していることは，昔からよく知られ
　ていて，この存在によって，人間の場合，他の動物にくらべ，脳内各部分の位置
　や排列が，かなり狂っていた2）。　また，松果体（脳梁の下部にある。図3参照）
　にできた腫瘍の摘出手術は，1930年代からなされていて，その際，脳梁は左右に
　切断されたといわれている3）。
　　また，1960年代にカリフォルニア工科大学で精神生物学を研究するロジャー・
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図5　ソフトウェアとしての前頭連合野
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　スペリー教授（Prof．　Roger　Sperry，　a　psychobiologist　at　the　California　Insti．
　tute　of　Technology）は，処置し難い癩滴患者（epileptics）の脳梁を切断して，
　発作の通路を途絶させ，このような「両断脳患者」＝「分割脳患者」（“split－brain”
　patients）のグループ4）に接触・観察することによって，左右半球機能の差異を
　明確にする糸口を掴むことに成功した。
　1949年にノーベル医学生理学賞を受けたポルトガルの神経学者モニス
（Egas　Moniz）は，不安神経症やソウウツ病などの患者の前頭葉を切除す
る手術に成功した。この手術は広く世界に及び，功績は認められたわけで
あるが，ソフトウェアとしての前頭連合野の働きは鮮明にされた（図5）。
　　脳幹・脊髄系と大脳辺縁は，それぞれ，反射的，紋切り型の働き方をしている
　ので，その精度は，コンピューターよりもはるかにすぐれているが，原理的には
　全く同じであって，ハードウェアということができる。さきの図において，前頭
　葉の前端部で点をうった場所を前頭連合野といい，この領域とそれ以外の領域と
　に分けると，前頭連合野がソフトウェアであり，それ以外の領域がハードウェア
　である。……（都合にて省略）……ハードウェアのもっている潜在能力を発揮さ
　せるソフトウェアの前頭連合野は，ネズミやネコのような動物には発達していな
　い。サルやチンパンジーでは，前頭連合野の細胞構築の領域がごく僅かである
　が，せっかくもっているハードウェアをよりょく活動するまでには働きだしてい
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ない……（中略）……。私たち人間は，動物と違って，賢明なソフトウェアの働
きに支えられた意欲的な試行錯誤の方法によって単なる伝承に終らないで，文明
を開発し，文化を創造し，「よく」生きてゆく姿を転成させているのである。私
たち人間ですばらしく分化発達している前頭連合野には，思考，判断，推理，創
造，意志，情操（喜び，悲しみ，ねたみ，うらみ，嫉妬），競争意識，欲望（物
欲，名誉欲，権力欲）などの精神が営まれているが，これまでは沈黙野として，
その働きが不明のまま放置されていた。「喜び，悲しみ，ねたみ，うらみ，嫉妬，
恥などの心を総称して，情操ということばでよんでおり，いずれも私たち大人で
よく発達している前頭連合野の働きによる」，「前頭連合野のない動物や，まだ，
働きはじめていない赤ん坊には，快・不快・怒り・恐れなどの情動の心はある
が，情操の心はみられない」，「快感があらたに本能の欲求にかりたてるように，
喜びの体得は，あらたな意欲をもやし，創造行為への推進力となる」（r人間であ
ること』時実利彦，岩波書店，1970年）。
2．　脳生理学の進展
　1861年，パリの人類学会におけるブローカ（P．P．　Broca）の報告によ
れば，言語機能は左半球の前頭葉の後下下部に限局されることを示した。
1864年，イギリスの精神科医ジャクソン（J．H．　Jackson）は，大脳皮質の
傷が原因となって起るテンカソ患者の痙攣発作の進み方を詳しく観察し，
各種筋肉に運動をおこす場所的研究に努め，左半球が意思を表現すること
を確認した。
　1870年，プリッチェ（G．T．　Fritsch）とヒッチヒ（F．　Hitzig）の論文
は，運動を司る働きは大脳皮質にあり，しかも，局限した場所で営まれて
いるということの実験的証明を成しとげたわけである。これらの研究が，
19世紀から20世紀のはじめにかけて，類人猿やサル，イヌの脳で，運動や
聴・視覚の発現場所が順次明らかにされていく。
　1874年，アメリカでは，バーンロー（R．Batholow）による脳への電気
刺激と運動との関係，1go9年，クッシソグ（H．　Cushing）による電気刺激
と皮膚感覚との関係を調べる実験が行われ，人間の大脳皮質の局在論を実
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図6　左半球にある言語野
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験的に研究するキッカケが作られることになる。第1次大戦では，多くの
脳傷害の患者が生じたため，大脳皮質の研究を推進していくには好都合な
時代を迎えたのだが，この研究にゲシュタルト心理学（Gestalt　Psycholo－
gie）の研究者が多く参加したため，大脳皮質は全体として機能するとい
う主張が強調されるに至った。
　しかし，麻酔法の発達と脳外科手術の進歩から，もっと精密な実験が進
められるようになり，特に，カナダの脳外科学者のペンアィールド（W．
Penfield）とその協力者たちによる一連の研究は，破壊と刺激の実験法を
用い，言語野の位置を拡大して考慮し，左半球側面の補足運動野に第三の
言語野を設定し，図6が示す前・後・上言語野と名付けた。ペソフィール
ドが，言語野が右利き，左利きを問わず，殆んどすべてが左半球に局在す
ることを実験・証明したことは，確かに輝かしい業績だったといえよう。
3．大脳左右半球の機能差の発見
1970年代を迎えても，人間の大脳半球がどのように分化機能を果たすか
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については明確にされていなかった。この問題について，脳生理学の権
威，故時実利彦氏は，すべての精神活動を，無条件に左半球に局在させら
れないとしながらも，明確な左・右分化の結論を断定し得えず，1962年の
著書に次のように述べられていた。「言語野は，右利き左利きを問わず，ほ
とんどすべてが左半球に局在している。……筆者中略……すると，連合野
で営まれる高等な精神活動も，あるいは，どちらか片側の半球に局在して
いてもよさそうである。もしそうであれば，どちらの半球か，言葉を話す
というきわめて高等な精神活動が左半球に局在しているから，そのほかの
知覚，認識，思考，判断，記憶，創造，感情などの精神活動も，左半球に局在
しているのではないかとも考えられる。……筆者中略……しかし，自分の
身体の形や空聞における位置を知覚する働ぎは，右半球に局在している。
　…筆者中略……あらゆる精神活動を無条件に左半球に局在させるわけに
はゆかない。今後の研究がおおいに期待される重要な問題である5）」と。
　前出のロジャー・W・スペリー教授は，肉体と精神との関係を追求する
精神生物学（psychobiology）の立場から，1960年代に，同じ仲間と協同
研究して，脳梁切断による患者グループである，いわゆる“分割脳”患者
（“sPlit－brain”Patients）に接触し，永年の宿願ともいえる両半球の機能
差を追求しようとした。
　この頃，カリフォルニア工科大学で，この種の手術がされた後に，1人
の医師が，分割脳患者（男性）の家庭を訪問した。この患者は妻と一緒に
蹄鉄投げの遊びをしていた。右手で蹄鉄を拾い上げ，それを妻の方に投げ
ようとしたとき，彼の左手が出てぎて，その右手を掴んだため，飛ばすこ
とができなかった6）。
　この事実観察は，担当医に原因追求への興味と情熱を感じさせたに違い
ない。
　ところで，左右の筋肉の協同的な働きや左右の感覚器の統合的な働き
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図7　分割脳患者の視覚認知機構
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まで，述べてぎたように，1860－70年代の初めまでは，言語を操る大脳言
語野が大部分の人で，左半球に局在していることは脳に障害のある患者か
ら発見されていたが，その後，両半球の機能分化研究はあまり進展してい
なかった。
　スペリー教授は，分割脳の人たちばかりでなく，正常者について，機能
分化の実験研究をなし，左右脳機能の特殊化について次の結論を下した。
　左半球は，精神的，知的，分析的な仕事において優位し，言語，計算，
論理など解析的に機能する。
は，大脳両半球の間の緊密な
線維連絡によって一層完壁に
なる。この線維連絡をなすも
のは，前述の通り，両半球を
つらねる脳梁である。脳梁を
切断して，強度のてんかんを
治療すると，確かに痛みや発
作が消えて，いかにも平常の
不自由もない日常生活が保証
されたと考え勝ちであった
が，事実的，観察的，臨床的
には，前記の蹄鉄投げのよう
な，「1人の人間が2人の人
間を造出し，振る舞いをさせ
る」ことになる。脳梁こそ，
左右両面（運動野，感覚野，
連合野など）の間に，緊密な
連絡をなすものである。これ
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　右半球は，空間的，構造的な考えにおいて優位し，音楽の理解，空間図
形のパターン認識など，大局的に物をとらえる。
　このスペリーの業績成果がみられてから，研究老の間には，「左右両半
球の機能に，厳密な区分をすることには，あまりにもシンプル化しすぎる
点がみられる7）」との意見がある。その典型的な実証は，イラン・ザイデ
ル博士（Dr．　Eran　Zaide1）やゲェリー・シュバルツ博士（Dr．　Gary　Sch－
wartz）の実験成果によって現われた。
　イラン・ザイデル博士は生物学者で，R・スペリー教授と協同するカリ
フォルニア工科大学の研究者である。
　彼は視覚繊維の交叉によって，左右眼いずれのインパルスも両半球に送
られるので，どの大脳半球が応じるかについて，実験的な視覚テストで確
認することは不可能であったにも拘らず，専ら，一方の半球に刺激イメー
ジを投影しうる視覚システム8）を構成し得た。図7は分割脳患者の視覚実
験模写図を示す。
　一般に，正常者では，左眼の網膜上の左半分と，右眼のそれの左半分の
像は，ともに脳の左半球の視覚像となる。また，右眼の網膜上の右半分と
左眼のそれの右半分の像は，ともに脳の右半球の視覚像となる。前掲の図
にみられる実線と点線のフローに注意していただきたい。だが，正常者は
脳梁を通じて，左半球の視覚像を右半球に，右半球の視覚像を左半球に送
るので，全視野を左右の区別なしに知覚できるのである9）。
　分割脳患者の場合，その理論どおりに機能しないから，人為的に被写物
の位置についても工夫がされる。
　そこで，患者に心すぐ前方を注視させて，瞬間露出器を用い，右視野に
絵・図形・文字を見せる。患者はその名称を事なく読み，右手で名称を記
入する。反対に，左視野におかれると，患者は音読することも，左手で名
称を記入することもできないが，示された文字に対応する物品を左手で選
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び出すことは可能であった。左半球には言語中枢があるために，文字を読
んで理解し，書いたり，口答することもでぎたのであるが，右半球では，
ある程度の理解がされても，言葉・文字で表現でぎない。脳梁の健全な人
が左視野に示された文字を正確に，読み上げられるのは，右脳に伝わった
刺激が，脳梁を通って左の言語中枢に伝えられるからである10）。
　さらに，ザイデル博士（前出）の業績は，左右半球機能に関する研究へ，
新しいアプローチを導入したことといわれている。例えば，これまで，神
経科医たちが，ここ数年（1960年代終りから1970年代初期にかけての），
右半球にかかわる病気をした患者たちが，その無能化の割に落着きを示
しており，これに対し，左半球に打撃をうけた人たちが，深刻な精神苦
（mental　anguish）にかかっていることを観察してきた。そこで，実験者
の中には，感情（emotion）自体が右半球機能だと仮定的に示唆した者も
いたわけである11）。
　また，ハーバード大学のシュバルツ博士（前出）とその共同研究者たち
は，被験者に対する質問内容と「眼球の動き12）」（eye．高盾魔?ｍｅｎｔｓ）との
関係について観察してきた。普通，質問されると，眼球は最も活性化され
た大脳半球の反対の側に動くという。
　例えば，辮護士や医師のようなバーバル・コンセプトに従事する人たち
は，法律的ないしは医学的な質問をされると，右の方に素早く目を向け
る。反対に，空間的，構成的な質問に対して，芸術家や建築家は，優先し
て左の方に目を向ける。この研究グループは，感情が右半球の機能である
ことを一段目明確化するよう視線記録を脳波電位記録分析（electroence－
phalographic　analysis）とを結合させる13）よう試みてきた。
4．　脳波研究と神経工学の進展
現段階では脳はライフサイエンスにとって未知の世界だといってもいい
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だろう。人間の脳には，無数の神経細胞（ニューロン）があり，複雑な回
路が構成されて，知・情・意の働きをつかさどる。大脳だけでも100億個
もの神経細胞がデリケートにからみ合い，さまざまな機能を分担しなが
ら，システムを構成している。この神経回路は電気信号ばかりでなく，化
学物資をやりとりして情報を伝達しているといわれているが，まさに，脳
は電気機械と呼ぶことができるし，同時に化学機械と呼びうる。
　人間生命の仕組みを解明する手段として，遺伝子工学が注目されている
が，いまやライフサイエンスの最先端は，大脳や脳機能をつかさどる神経
の研究に志向しつつある。この意味において，神経工学（neurotechnology）
の前進が強く期待されている。
　脳波についての研究は，決して新しいものではないが，今後においても
神経工学や精神生物学の発達に大きく寄与するものといえよう。
　　現状では，製品科学研究所では，生体内での情報をフィードバックさせ，福祉
　関係の分野に役立たせる機器の開発，研究に取り組んでいる。すなわち，ノイロ
　ーゼ患者の回復訓練や精神コントロールに使用する“アルファ波フィードバック
　装置”，そして，自動車運転中やレーダー監視中などに生じる居眠り防止を目的
　とする“シー巴波検出装置”の開発である。
　このような新製品開発にも脳波研究が大きな起動力を発揮するのだが，
確かに，大脳の左右両半球の機能差を発明するためにも，また，社会学や
心理学の立場から人間意識を探究するためにも，脳波研究は大切な手段で
あったといえる。
　本稿にあっては，脳波の発見とその進歩の状況，そして大脳半球機能の
特殊化についての発見にどのような脳波研究がされたかについて述べるこ
とにする。
　19世紀になって，生物電気の研究が非常に盛んになり，筋肉や神経の働
ぎにより，「活動電位」が発生することが判ってきた。そこで，イギリス
の生理学者のケイトソ（R．Caton）は，脳細胞が活動時に，活動電位を
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だすに違いないと予想して実験をはじめた。ウサギの露出した脳は，その
表面にあてられた電極により，電気の発生を証明した14）。
　ドイツの精神科医ハソズ・ベルガー（H．Berger），この人は脳から出る
生物電気が，興奮したり，眠ったりすることによって変化し，また，テン
カソ患者では，きわめて特徴的な電気をだすことを観察し，頭皮によって
記録される脳波＝脳電図（electroencephalogram，略してEEG）は，脳
から生じる小さな電位（electrical　Potentials）よりなること，そして，一
定のリズム活動の存在を実証した。1924年，ベルガーは，秒当り，8－12
ヘルツの脳波をアルファ・リズムと称した15）。
　ベルガー以降，他のリズムが分類された。それらは，12サイグル以上の
ベータ波，4－7ヘルツのシータ波，そして1－4ヘルツのデルタ波であ
る16）。
　1929年，さきのべルガーの発表を契機に，イギリスの生理学粉骨ドリア
ン（E．D．　Adrian），脳波学者ウォルター（W・G・Walter）・アメリカの
精神科医ギッブス（F．A．　Gibbs）たちにより，脳波の基礎や臨床医学へ
の応用について研究が進められ，現在，隆盛をきわめている脳波学の基礎
が固められたのである17）。
　いうまでもなく，大脳両半球の機能差を追求するために，これらの実験
的な脳波研究がなされてぎたわけではない。
　1950年代におけるエレクトロニクスの発達から精巧な脳波計が作られ，
容易に測定・記録されるようになった。脳波パターンは精神活動と意識の
状態によって鋭敏に変化する。図8は意識水準と脳波のパターンを明示す
るものである。そして，Aぱ目を開いているとぎ，　Bぱ目を閉じていると
き，Cはうとうとしているとき，　Dは軽い眼り（矢印ば瘤波），　Eは中等
度の眠り（矢印は紡錘群発），Fは深い眠りの各意識水準の際の脳波パタ
ーンを示す。
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図8　意識水準と脳波パターン??
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　α波＝目を閉じて，落ち着いた精神状態のもとに起きる。30－60マイク
ロボルトの振幅をもつ8－13サイクル。
　β波＝目を開いたり，音をぎいたり，ものを考えたりするときに生じ
る。14－25サイクル（50マイク戸ボルト）。
　θ波＝眠りに入り，うつらうつらしているときに生じる。振幅の小さい
4－7サイクル。
　δ波＝一番深い眠りの際に生じる0，5－3．5サイクル。浅い眠りでは，3
－5サイクルの大ぎな振幅の瘤波が頭頂部にあらわれる。眠りが深くなる
と（中程度の眠り），14サイクルの紡錘状の波（紡錘群発）がまじってく
る18）。
　『意識の心理学』（7’加Psy訥oJogy　oゲCoπsc∫oκsπθss，2nd　ed．，1977，
Harcourt　Brace　Jovanovich，　Inc．）の著老ロバート・E・オーソスタイ
ソ（R．E．　Omstein）は，ラソグレー・ポーター・精神医学研究所のメデ
ィカル・サイコロジーの教授である。
　彼は，普通に正常の生活をしている人たちを対象に，言語的あるいは空
間的に作業をする人たちの大脳両半球に生じる脳波を調査した19）。この実
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図9　二種の作業とα波の違い
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験では，実験者の頭にキャップをかぶせ，そのキャップにぱ，脳波を調べ
る電極が取り付けられていて，脳波分析の小さなコンピューターに接続さ
れていた。頭皮に現われた電圧はきわめて小さく，ボルトの何百分の一に
相当する。それらは周波数（frequency）に従って次のように分類された。
　　デルタ波＝1～3サイクル
　　シータ波＝4～7　〃
　　アルファ波＝3～13　〃
　　ベータ波＝13～　　　〃
　被験者が手紙を書くとき，αリズムは大脳の左半球よりも右半球に多く
現われ，反対に，左半球にはβ波が大きかった。積木細工などをするとき
には，右半球よりも左半球に，αリズムが多く現われることになり，反対
に右半球にはβ波の割合が大きくなっていることが判明した。本来，α波
は「活動の休止」を意味する。つまり，その領域で，情報処理が休止して
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いることを示すものだ。左右両半球にコンフリクトを生じないようにする
ため，不用の半球が休止しているのである。この現象からも，左半球では
「口述」，「筆記」などのような言語的作業を，右半球では，「ブロックデ
ザイン」や「積木細工」のような空間的作業を，分担していることが証明
される。
　図9は，ブロック・デザインとライティング・レターの二つの認識的作
業に従事する間に現われた，「左半球のEEG」（T3）と「右半球のEEG」
（T4）との相違を波形で示したものである。
　同じ図の上側にあるブロックデザインのところで，T3つまり左半球の
脳波にα波が増加し，下のライティング・レターのところでぱ，T4つま
り右半球の脳波にα波が増加しているのが認められる。つまり，前者の作
業では，右半球が大いに活躍し，後者のそれでは，左半球が作用している
ことを示すものである。
5．SALT効果の根源一大脳とサイ情報系
　ビジネスに従事する人ばかりに限定しないで，誰にでも当ることだが，
ひとたび問題に遭遇した時，A，　B，　Cと順序立てて，　Aを試みたが駄目
だった。次にBをやってみたが不首尾に終った。そこで，Cに挑戦し，や
っと目的に達し得た……というような順を追って部分解明的な考え方で解
決していくことも問題解決のあり方といえるだろう。また，ザット問題を
考慮して，直観的に解答を引き出し，再び元の問題に戻って，十分に理解
できる説明を補足していくといった，いわば，全体的，大局的なやり方を
もってすることも大切な方法といえるだろう。
　問題解決への過程に，「直観」と「復帰」を導入していくことは，それ
だけ結果（解明）が創造的なものとなる。
　オーソスタイソ教授は，教育や学習へのアプローチの多くは，大脳生理
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、学的な表現をすれば，左半球的な方法に重きが置かれてきたと主張する。
われわれの考える教育とは，読むことであり，書くことであり，計算する
ことだが，それらはすべて左半球にかかっているのである。われわれは，
美術，音楽，ダンスを，教育の分野であるとは本気で考えていない。それ
らは，少くとも，歴史学と論理学のつなぎとして，あるいはそれに類した
ものとして教えられているに過ぎない20）……と述べている。
　現代社会の歪ぱ右半球冷遇で，具体的には，左半球機能である知能テス
トを重視し，学校も社会も，IQの高い人を優遇して，事足るように考え
ていることである21）。
　テクノロジーが著しく発達したとはいえ，これらの技術を支えてきた偉
大な科学者がすべて，左半球の卓越したものにのみ依存してきたように考
えることは大きな誤りで，その人たちの独特な右半球の偉大さがうまく作
用していたことを忘れてはならない。
　人聞の大脳左右両半球の機能差が，世界的に認められた今日，質的に，
実際的に，これからの学習や教育は変化することを疑わない。そして，き
わめて有力な方法が開発されていくことを期待している。
　こうした問題に関連して，1956年頃ブルガリアの精神治療医で，心理学
者であるゲオルギイ・ロザノフ博士（Dr．　Georgi　Lozanov）の開発によ
る『暗示加速学習法』（Suggestive，　Accelerative　Learning　and　Teach－
ing：略してSALT）に注目したい。この方法は，「リラックス」し，「予
習・復習」を全く必要としない“落ちこぼれ”防止の教育方法で，語学教
育ばかりでなく，健康増進，創造能力の高揚が主張されている。そのた
め，ブルガリアぽかりでなく，ソ連，カナダ，アメリカなど，多くの諸国
において学校・企業内教育・トレーニングに取り入れられ，大ぎな反響を
よんでいる。
　ロザノブ博士によれば，「SALTは創造力の習慣を養う」ものとされる
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が，一体，どんな理由からSALTにおける学習が加速されるのだろうか。
その理由は，エンクトロニクスの権威で日本PS学会の会長である東海大
学教授の関英男博士によれぽ，人の大脳に関係するサイ情報系（Psi　Infor－
mation　SysteIn：PIS）が機能するからとされる。
　以下，同氏のサイ情報系の仮説について顧みよう。この仮説は，図10の
三層構造の世界を示した「え一アダイアグラムー波長と周波数の関係図」
をモデルとして吟味することが至便である。タテ軸は周波数∫（Hz）を表
わし，ヨコ軸は光あるいは一般電磁波の波長λ（cm）を表わす。点Xに相
当する数字と点Aに相当する数とを乗算すると3×1010cm／s（光速）にな
る。Y・B，　Z・Cについても同様である。
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　現実の世界（普通の世界），それは自然科学で知られている世界のこと
であるが，枠AFXの内側に限定されていて，普通の素粒子（中性微子を
除いた）は，A点の付近とされ，電磁波の最高周波数は，　X点の付近にあ
るとされる22）。
　そして，10図のφ1の世界，つまり第1サイ世界でば1r30センチ付近
の第1サイ粒子群で構成されていて，これは第1サイ情報系と関教授によ
って命名された。（周知の通り，人間の大脳は1010個程度の神経細胞をも
っているので，すくなくとも1010ビット位の情報量が記憶できるといわ
れている）。
　関教授によると，人間の大脳の視床下部松果体付近にある第1サイ情報
系の最高情報量は1026ビットと踏まれている。
　さらに，同図の第2サイ世界（ψ2の世界）では，10－50センチ付近の大
きさをもつ第2サイ粒子群の複雑な組合せで，第2サイ情報系が構成さ
れ，その最高情報量は1040～1060ビット位と考えられている23）。
同図が示すように，第1サイ粒子群は，普通の物理学でいう素粒子群より
20ケタ小さい粒子群で，第2サイ粒子群は，普通の素粒子群より40ケタも
小さい粒子群である。従って，このようなサイ情報系は，真空中でも，宇
宙の至るところにび閉し，また，素粒子，とくに電子よりも小さいから，
電子と核との間の空間を，楽に通り抜けて，原子の中を運動しうる。これ
が宇宙空間を飛び回っている時は，「宇宙微子」とよぼれ，生命のなかに
入った時は「生命微子」といわれる。昔から，東洋において『気』と称さ
れるものは，これら「宇宙微子」と「生命微子」とを総称したものだとさ
れる24）。
　さて，人間の第1サイ情報系は，この肉体における細胞つまり生命微子
の集合した有機体である。人間が肉体的，生命的活動を営むために，口か
ら水・食物を摂取し，鼻から空気を吸収するのと同様に，第1サイ情報系
80
脳の機能と直観力
図11　サイ情報系と大脳の関係
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もまた，外界から宇宙微子を取り入れ，活動のためのエネルギーを求めな
ければならない25）。
　SALTで重視する呼吸も，決して空気の出入（酸素の吸入と炭酸ガスの
排出）だけが目標でなく，第1サイ情報系に宇宙微子を多くとることが大
切なのである26）。
　残念ながら第2サイ情報系については，まだあまり多くのことはわかっ
ていない27）といわれているが，ただ，人間の大脳とサイ情報系との関係は
図11の通りである。ただ，第1サイ情報系との連絡が，人間の左右半球の
いずれにおいて緊密になされているかについては，右半球においてより緊
密らしいという実験がなされている28）。従って図の点線は左半球でなく，
右半球に通じている。まさに，「サイ情報系の中枢は，視床下部にある松
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果腺の傍だと想像されるが，大脳に劣らない作用をする部分が体中数ケ所
に分散していて，それらが神経に相当する回路網で緊密に連絡されてい
る29）。」　という。
　人間の精神力や潜在能力（potentialities）が常識的にみるよりは，遙か
に大きいのは，実にサイ情報系の働きがあるからで，日常，われわれが潜
在能力の偉大さに気付かないのは，大脳とサイ情報系との連絡が十分にと
られないからである30）。
　“超常人間的心理学”（Transpersonal　Psychology），これは心理学者
の抵抗が強く，定着性に問題があるが，バイオフィードバック（Biofeed－
back）の発見により，そのシステム的応用として，前記のサジェストペデ
ィア（Suggestopedia．暗示学習法）が用いられてきた。ロザノブ博士は
自己のサジェストロジー（Suggestology．暗示学習学）理論において，教
える側（ティチャー）と習う側（スチューデソト）双方にあっての，おの
おのの潜在意識（Subconscious　Awareness）と顕在意識（Conscious
Awareness）は，相互連絡できると考えていた。関英男博士もそれに同調
し，潜在意識ならびに顕在意識それぞれの回線を連絡させ，両者間に連絡
路を示したのであるが，この潜在意識回線は同博士がサイ情報系（Psi
Information　System　or　P．1．　S）として早くから考えていたものとほぼ
同様である3P。
　図12（ステユーデソトの超常人間モデル）と図13（ティチャーの超常人
間モデル）は，ともに本稿の主題とするサジェストペディアのみならず，
バイオフィードバックにも説明の上で有効に利用され，さらに今後の修正
によってもより真実化を増すものと考えられている。
　なお，前掲の二三は殆んど類似するが，それぞれ重点的に動作している
部分は次の通りである。図12ではA，B，　C，　D，　F，　G，　J，　L，　M，
H，Nであり，図13ではF，　E，　L，　M，　N，　Q，　P，　Kである。両図と
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図12　超常人間的モデル（生徒側）
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?
も，下半分は現実の情報系であり，上半分はサイ情報系を示している32）。
　科学的にみて，情報は五感一sight，　hearing，　touch，　taste，　smell）一
より到来する。だが，五感だけから発信源が生じるかといえばそうではな
く，超常人間心理学においては，高級感覚（Higher　Sense）からも情報が
得られるという確実な証拠があるといわれている33）。関博士の推測は，こ
の高級感覚のインプットが，直接に生理的神経系に達するのではなく，図
12のようにA（高級感覚）一B（識別過程）一F（潜在意識的自覚）のチ
ャネルからG（第6感）に到達する34）とされる。
　一方，図13の送り手である教師の側についても，生徒の心理的変化を考
えながら，随意筋（顕在意識だけでは：不随意と考えられていた身体各部
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S：乱シ憶制1御j
R：右半球を示す
L；左半球を示す
その他第12図，
第13図の記号に
準ず。
図14大脳の両半球
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関　英男『正i．1倍学習法』より
も，潜在意識の作用を考慮すれぽ随意になるという）の機能であるところ
の発声（24ルート）や身振り（25ルート）を通して生徒に情報伝達してい
るだけではなく，むしろ，N（意識的自覚）からF（潜在意識的自覚）と
E（高級反応）を通して，生徒のA（高級感覚）に至る系も，サジェスト
ペディアの場合，重要な通信系を構成していることになる35）。
　最後に，サジェストペディアの効果として，K（行動反応）を発して，
A（高級感覚）に達する情報通信のプロセスも看過することができない36）
といわれる。例えば，受動授業（passive　session）一この場合は，能動
授業とは違って，朗読は呼吸リズムだけでなく，音楽の拍子に結びつける
一の場合，バロック音楽を楽しみつつ，教師の朗読をきき流す。「きき
流す」といっても，効果を零にするという意味ではなしに，実は，音の情
報がA（高級感覚）で捕えられて，一時的にD（潜在記憶）がなされ，翌
日にもちこされる。そして，この記憶が翌日の授業の初めの練習によっ
て，無意識のうちに，M（顕在意識記憶）に移行するのである。
　図14は大脳の左右半球の機能差（左半球は論理的で右半球は直観的な作
用をする）を考慮にいれた意識系の部分的モデルである。第6感がJR（右
の識別過程）を通じてLR（右半球）に優先していることに注目される。
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6．　バイオフィードバック効果の根源一大脳とサイ情報系
　「いまや，サイエンス・フィクションとして語られた多くのことは，科
学的事実となっているのであり，自分自身の潜在能力に関して描き続けて
き「た人類の夢の多くは，夢ではなくなりつつある37）」。
　この問題についての有力手段（根拠）としては，バイオフィードバック
（Biofeedback）を考えることができる。精神による物質のコントロール，
例えば，意志によって脈拍を下げたり，体温を上下させたり，苦痛を和ら
げたり，脳波を自在に変えたりできるといった具合である。
　バイオは生命，フィードバックとは元へ戻すという意味で，血圧・体温
・脳波あるいは筋肉緊張などの状態を計器で本人にわかるようにして示
し，精神的プロセスによって制御できる現象のことをいう。本来的にはこ
れらの行為，状態ば，不可及のことと考えられていたが，エレクトロニク
ス応用計器一EEG（脳波），　EMG（筋電），　GSR（皮膚電気），サーミ
スター（電子的温度計），EOG（眼筋），　BP（血圧計），　HR（心拍計），呼
吸音計およびプレシズモグラフィ（Plethysmography）〔撫こゴム管をは
めて，血管容積の微小変化を検知しうるもの〕等一の利用により，念力
（Psychokinesis，略して，　PK）でコントロールできることが，1960年代
に発見され，1970年頃，米国コロラド州デンバーに本部をおくバイオフィ
ードバック研究協会が創立された38）。
　この協会の発表によれば次の症状に適用して，よい効果がみられるとい
われている。それは不眠症，発音困難，喫煙癖，肥満，量れん，偏頭痛，
心拍不整，喘息，高血圧，月経不順，中風，呼吸困難，胃潰瘍，関節炎な
どである。また，前記のようなバイオフィードバック専用の計測器のメー
カーは，少くとも米国内に20社以上もあって，一大産業に発展しようとし
ている39）。
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　戸ザノブの開発による暗示学習法の効果をもたらす原因については，先
に示した通り，超常人間心理学（Transpersonal　Psychology）を是認する
ことにより，図12および13に基づいて説明された。
　関博士によれば，バイオフィードバックの効果については，暗示学習法
の効果と同様に，そのトランスパーソナル・モデル40）により説明がなされ
る。なかでも，図12におけるP（不随意制御中枢）とQ（内臓器管，それ
に，皮膚温度のような人体の不随意的なものを含む）との関係が重視され
る。そして，P－Qのフィードバック・ループは，ルート21を通じてサ
イ情報系のE（高級反応）と連絡があるものと仮定される。いまもし，Q
の動作に関するデータが電子計測器で，人間五感に指示されると，N（顕
在意識）の発動がルート22を通して，サイ情報系のF（潜在意識）に到達
される。その情報はさらにEを通ってPにまで到達される。ここに，いわ
ゆる「バイオフィードバック・ループ」が形成されることになる。
　初期の段階で，人間は電子計測器によりトレーニングされるのである
が，それも慣れてくるに従って，電子計測器を使用しなくても，自由自在
に制御可能になるといわれる。その実例は脳波計（EEG）を用いないで，
1分間以内でアルファ波の状態にするといったことである。
　インドのヨガ行者スワミ・ラマは「白い小さな雲が行きかう青空を思い
浮かべることによって，5分間にわたって70パーセントのアルファ波を発
生させ，また，別の時には，意識を鎮め，無意識の部分を前に出すことに
よって，5分間にわたり75パーセントのシータ波を発生させた。さらに重
要なことには，完全に『起ぎていた』にもかかわらず，25分間にわたって
眠りの波形であるデルタ波を出し続けたことである4P。」と語っている。
　さて，「情報」がどこから到来するものであるかについて考えれば，そ
れは五感（five　sences）を通じてのみ可能である。この考えは，伝統的な
従来からの諸科学の説明するものであっていまさら，不思議なことではな
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い。だが，トランスパーソナル・サイコロジーの視点よりみると，関博士
の主張する42）一Charles　Tartの潜在意識回線を参考にした一五感以
上のハイヤーな，感覚Aが存在し，それらがBの識別過程を通って，Fの
潜在意識に到り，さらにG（第六感，Sixth　Sense）に到るとする。
　このA－B，F－Gの回線，また，　A－B－F－E－Pの回線は，サイ
情報系のなかでの主要なルートと考えられるので，バイオフィードバック
をより効果的なものにする有力な原因と見なすことができる。
　技術自身は中立で，人間を微力にも，反対に，より強力なものにも換え
ることができる。バイオフィードバックは，その意味において，人間能力
を拡張することができた。　「われわれが普通に感じ，推測するよりはるか
に重大な経験が潜在意識の過程の中に含まれる」といわれるが，　「この潜
在能力の限界をどこに求めるか43）」は問題である。
　物理学においても，「意識」というものが，新しい開拓分野だと認識さ
れてきた。なぜならば，意識の問題に言及することなしに物理学をこれ以
上推進させることはできなくなったとさえいわれている。また，心理学や
医学においても，「意識」は「脳」と別個に存在し，たとえ，両者間に相互
関係があるにせよ，意識（心）と脳を同一のものとみてはいけない44）……
という意見が強くなっている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひらめ　どのようにすれぽ，ビジネスに従事する人々が五感を強化し，閃きやア
イディアを生み出すことが可能かについて研究をしなければならないだろ
う。かなり多くの企業が，この問題に取り組んでいるのが実情である。さ
らに，“第六感。についても自由に強化していきたいわけであるが，この
問題については，超常的な物理学や心理学の立場にたたねばならないか
ら，今後における学問の進歩に期待と注目を怠らぬよう努めなければなら
ない。
　T．R．ブレークスリー（BLAKESLEE）は，その著『右脳革命』（大前
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研一訳）〔The　Right　Brain〕において・「直観力」がすべての分野におけ
る創造的思考と成功のための要件だといい，　「閃ぎ」によってつくり出さ
れた生まれたぽかりのアイディアは，厳しく識別され，左脳の能力により
整然と再提起されねばならない……と左右脳の統合作用の必要性を強調し
ている。
　そこで，新しいセールスマンや営業マソに要請されるものの一つが創造
性だとすれば，どのような方策や技法のもとに，五感や第六感を育成して
いくかについても真剣に考えられねばならない。
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